




The Difference of “Culture” between Japan and China and Nishida’s 



















































































































































































































































い境涯での「夢覚一如」（夢と覚が一つ）とつなげて見ると面白いかもしれません。（cf. I. P. V. Troxler
の「夢の形而上学」）。禅門の「夢」は油断できませんが、〈夢の中〉には不思議な脱自性があり、少
なくとも夢の経験というのはまさに「見るものなくして見る」という点でも純粋経験と似ている面が
あります。なぜかというと、夢の只中では夢だと思っていないからです。夢見る人はいないのです。
「夢の世界・内・存在」（＝夢中）の経験は、「無の場所」の経験に近いかもしれません。
〈①ら⑦までの連関〉を修行の世界としましたが、第⑦図をよく見ると、家にいて眠っているよう
にも見えます。そうすると①から⑥までの「牛との関わり」すべてをみな「夢の世界」と見ると面白
いのではないでしょうか。どんな夢も途中で覚める、さきに⑦から⑧への飛躍は「向上の一路」とさ
れましたが、実は⑧への道は、①から⑥までのどこからでも、①からでも、②からでも、どこからで
も「覚める」ことができる。目覚める瞬間の次元を⑧とすれば、第⑦図は独特の「位置」（場所）に
なるのです。つまり従来のように⑦を〈①から⑦までの修行〉の頂点と見るのとは別の見方が可能と
なります。第①図から第⑥図までを「夢の世界」として⑦に収めてしまえば、⑦から⑧へではなく、
逆に⑧から⑦へ、目覚めの次元⑧を経ての第⑦図は、今の我々の現実であり、日常であり、「平常底」
に他なりません。覚めたら〈ここ〉にいること、これは不動です。
ただ現実の問題として、⑧は「もとから無いもの（空）」だけに、目覚めの次元としてのこの第⑧
図をなくしてしまえば（見えないものとして無視されてしまえば）、これはただの私たちの「日常性」
世界に頽落してしまいます。ひとりでいる⑦、ふたりでいる⑩、誰もいない自然⑨、こういう「三つ
の日常世界」です。
けれども第⑧図の世界に一旦気づけば、おのずから〈①から⑥の夢の世界〉（＝「修行の世界」）も
立ち上がってくるのではないでしょうか。
牛という形（架空性）や「夢」が抜け落ちた世界こそが、覚めた現実世界であり、それは、十牛図
の中で示すならば、（最後のプリントEの）〈第⑦・⑧・⑨・⑩〉の 4つになるでしょう。この 4つこ
そが、本当の意味での「平常底」としての「現実」に他なりません。
伝統的には⑩のみが示唆されますが、⑦⑧⑨も含めて考え直したいのです。
（5）修行の往還と「願心」
修行の現実は、一直線の進歩ではなく、停滞や退歩の連続であり、油断すれば「転落の現象学」（上
田先生）となるのです。例えば先生曰く、「本当に坐れば、（人に）優しくなる」。どうも優しくなれ
24 禅の十牛図から見る日中「文化」の差異と西田哲学の「表現」思想
ない僕は、本当の坐禅ができていないようです。すると、修行の現実は、転落や後戻りのみならず、
常に〈出直し〉、〈はじめからの出直し〉という感じが強いわけです。そこで図①で、「自分がどこか
おかしいのではないか」と出直すことになります。
しかし①以前は、どこにいたのでしょうか。第一図の前には第七図があったはずなのです。なぜな
ら、この第一図の人は家から出てきているのですから。第七図は終点、終わりの頂点ではなくて、こ
れを出発点に見直すことができるのです。
この第七図の「忘牛存人」を転釈してみると、この⑦で、また⑦から見直すと、十牛図Dの円環状
は、家から出てく方向と、そしてまた家に帰ってくる方向の相即として、ここに種々の〈往・還〉運
動を見ることができます。
《十牛図 E》
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例えば、第一、第二、第三図と〈往〉とし、第四、第五、第六図を〈還〉として見ることもできる
かもしれません。そうすると面白いことがあります。偶然かどうかは分かりませんが、第三図と第四
図の真ん中で区切るとすれば、第一図と第六図、第二図と第五図、第三図と第四図に不思議な対応を
見つけることができます。
例えば第二図と第五図との対極性です。第二図は見跡です。今、私たちは十牛図をこうやって見て
おりますね。それが修行の方向を学ぶために見ているとすれば、まさに我々は第二図のところにいる
わけです。それに対して、第五図の方は、その歌に「日数経て……」とあるように、時間を越えた長
い修行の只中の現場です。そうすると、第二図と第五図にはもの凄い対極性があります。ある意味で、
第⑤図「牧牛」が十牛図発想の原型であったと同様に、この第二図「見跡」は、十牛図の中において
《十牛図D》
26 禅の十牛図から見る日中「文化」の差異と西田哲学の「表現」思想
云わば「図の中の図」として逆に特別な意味を持つかもしれません。
最後に西田哲学をもう一度見直す試みとして、もう一つの〈往還〉を見てみましょう。牛が現れる
か現れないかで〈往・還〉を言うならば、〈第二図と第三図の間〉で切ってもよいのです。第七図、
第一図、第二図を〈往〉とし、牛が現れてからの第三図、第四図、第五図、第六図を〈還〉と見る。
これは、西田哲学全体とも重なります。第二図ではまだ実物を見ていないので「学得底」です。それ
に対して、第三図は「見得底」です。やはり自分自身の眼で見たかどうか、第二図と第三図の間には
格段の差があるわけです。「純粋経験」はまさに第三図の「見牛」ですが、この「見」というのは、
単に視覚の意味ではなくて、何かを思い切って「やってみる」ということです。やって「みる」とか
試「みる」とか、これも「見る」として後期の「行為的直観」になる訳です。ですから〈見は同時に現〉
になる。そういう仕方で飛び込んでみて、そこに自分でも気付かない不思議な自分がもう一回そこに
現れる、これが「表現」です。でも「自性即ち無性」の表現ですから、簡単ではありません。「行為
的自己」の表現が、第四図から第六図への修行としての「自覚」の深まりになり、最後には第八図「無
の場所」まで行くのです。このように西田哲学全体の歩みをこの中に重ねてみる、そして、第八図ま
で抜けて、そこから見えてくるもの全てを「世界の自己表現」と見るなら、後期の西田の哲学もここ
に収まるかもしれません。
今、第三図から第六図までをひとつの〈還相〉として見るときに、第三図の「純粋経験」以前の第
一図や第二図の〈往相〉はどうなるのか。禅は「悟りの宗教」というが、悟る人が「一箇半箇」（千
人いても一人か半分）だとすれば、物凄い数の人が外れてしまう、僕ももちろん外れます。坐禅して
も悟れない人ばかりだとすれば、そういう人たちはどうなるのか。しかし禅は大丈夫だというのです。
自覚するしない以前の問題として、我々は既に、はじめから円相の中に、空の中に、はじめから大智
大悲の只中にいると言うのです。
それゆえに、ここでは、第二図から第一図を見たときに、なぜ坐禅するのかという最初の「発心」
（＝「発菩提心」）の問題があると言うのです。（坐禅儀に「一身の為に独り解脱を求めざるべし」＝「衆
生無邊誓願度」）。第二図「見跡」は、たとえ足跡であってもあくまで〈自分自身の〉足跡ですから、「表
現」モチーフと同じく振り返りとして第一図の根拠を証言するのです。各自が牛を求めていくのは、
勝手に求めていくのではなく、牛のほうから促される不思議な力によるのです。それを「発心」や「願
心」とも言います。そういう、「ひとつやってみよう」という気持ちが起こったときには、実はもう
それは究極に触れるとするのです。「初発心時便成正覚」（しょほっしんじべんじょうしょうがく）と
いう言葉がありますが、初めて「発心」を起こしたときには、これはもう覚りに近い。「踏み出す一
歩で江戸まで届く」という面白い言葉があります。京都から行けば、江戸までの東海道五十三次は一
歩でいけるはずがないのですが、本当の発心を起こせば、それはもう江戸まで届いているというので
す。「願心」（＝「憤志」）こそ「行」の要なのです。
禅の十牛図から見る日中「文化」の差異と西田哲学の「表現」思想 27
これは『善の研究』で言えば、第四編「宗教」で、第二章「宗教の本質」よりも前に、第一章「宗
教的要求」が究明されていた、また後期でも、「宗教心」が究極的には「神や仏の呼び声」として、
最後の宗教論まで一貫して究明された問題でした。そうすると、どこで切っても、純粋経験以前のよ
うな第①、②図のレベルでさえも、本当は我々が思う以上にもっと深い意味を湛えているのです。
「道」というのは限り無い、山を登るときは、頂上まで行けば一応完了しますが、山を下るほうに
は限りは無い、「道無窮」（どうむきゅう）と言われます。西田は、ヨーロッパの宗教思想にはどれだ
け深いものがあっても「平常底」と結合していないと言い、鈴木大拙も西洋文化にはないと言う「悲
願」を重視します。西田の「表現」思想は、まさにこの「平常底」の「悲願」を廻（めぐ）っている
と思います。『善の研究』の最終章「知と愛」では、「知即愛、愛即知」と言われ、「愛は知の極点」
（1-199）と言われたが、ここにも「愛 /知」としての「宗教 /哲学」の可能性が窺われます。
〈結び〉：「世界恁麼（いんも）に廣闊（こうかつ）たり」
以上、十牛図は、これを誰がどこからどう見るかによって、様々な問いを呼び起こします。版画版
の第八図の円窓ならば、白抜きになっているので、丸の内と外を区切る線は、有るようで無い、本当
は「図」ですらないのです。そこで〈図ではなく地（じ）〉の方に着目すると「世界恁麼（いんも）
に廣闊（こうかつ）たり」、（＝世界はこうも広いものか）という不思議な開けに誘われ、また不思議
な脱自性に気づきます。即ち、第八図を通して全部を見ることはできても、第八図だけは見ることが
できません。なぜなら、無いのですから。これまで十牛図の「図と図の差異」を見てきましたが、図
を図として成立せしめる「地」の次元に着目するとどうなるでしょうか。地なしに図はないにもかか
わらず、我々は「図」のみを〈図々しく〉求める妄想の塊（かたまり）となっています。しかし第八
図を通して〈図なしの地〉の自由に開かれるならば、（図Bの）天理本の⑩で外の黒枠まで外された「世
界恁麼（いんも）に廣闊（こうかつ）たり」という「虚空／世界」に気づくかもしれません。ご清聴
ありがとうございます。
